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スマート農業イノベーション推進会議（IPCSA)の概要

令 和 ８ 年 ５ 月

スマート農業イノベーション推進会議事務局
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○ スマート農業技術活用促進法及び基本方針に基づき、スマート農業技術の開発と普及の好循環の形成を推進していくため、

農業者が中心となって運営する多様なプレーヤーが参画したスマート農業イノベーション推進会議（IPCSA）※を

令和７年度に設置。

○ 同会議において、情報の収集・共有・発信、関係者間のマッチング、⼈材の育成、技術的な検討等を通じ、

会員の自発的なコミュニティ形成の促進を支援。

※IPCSA：Innovation Promotion Conference for Smart Agriculture

■IPCSAの運営■IPCSAの構成員

スマート農業イノベーション推進会議（IPCSA）について
イ プ サ

○事務局

○運営委員

（株）浅井農園 浅井 雄一郎 代表取締役【運営委員長】

（株）アグリーンハート 佐藤拓郎 代表取締役

（株）鈴生 鈴木貴博 代表取締役社長

（株）ファームノートデーリィプラットフォーム

平勇人代表取締役

（株）日本農業 内藤祥平代表取締役CEO

（株）三浦農場 三浦尚史代表取締役

（株）日本総合研究所創発戦略センター

三輪泰史チーフスペシャリスト

農水省技術政策室及び
農研機構スマート農業推進部

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
推
進
を
支
援

JA

農業高校
・農業大学校 民間企業

高専・大学
・研究機関

地方公共団体

農業者

各業界団体

詳細及び
入会はこちら

※会員数：1641（R8.5.7時点）

https://ipcsa.naro.go.jp/
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①情報の収集・共有・発信 ②関係者間のマッチング

③人材の育成 ④技術的な検討

○ 専用サイトでスマート農業に関する最新情報を発信
○ 国内外の技術動向、スマート農業技術による経営

効果などの独自調査を実施

(専用サイトで情報発信)

○ 各種イベントによる交流・マッチングの機会づくり
○ 専用サイトで会員間のコミュニティ形成を促進

(各種イベント実施)

専用サイトでの会員プロフィール
【氏名】 ●●㈱

【分野】 畑作、露地野菜、果樹

【活動地域】 九州地方中心

【取組】 

農薬散布サービス（ドローン）

【実績・PR】
●年スマ農実証プロ参画。
受託実績300件以上/年。

サービス
事業者

生産者団体

サービス
紹介

研究機関

研究
紹介

(専用サイトでの会員間マッチング)

○ スマート農業技術を使いこなせる⼈材の育成に寄
与する研修情報の発信、モデル的な研修の実施

○ IPCSA全体の活性化に向けて、農業者が先頭に立っ
て、技術開発や普及をリードするなど、会員が主体的
に課題解決に取り組む議論・検討の場を設置

プラットフォーム

施設野菜・花き作

民間企業

JA

自治体
（普及員等）

スマート農業技術の
活用に意欲的な
農業者

農林水産省
農研機構
（野菜担当）

大学 技術評価に
関する作業部会

検討会
水田作

畑作

露地野菜
・花き作

果樹・
茶作

畜産・
酪農

プラットフォームの枠を
超えて対応すべき
課題を議論

IPCSAの主な活動

（海外技術の実用化状況の調査）

(スマート農機の実演) （経営計画の作成）
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○ 会員限定ページでは、①会員プロフィール情報掲載、②気になる会員の検索・お問い合わせ、③マッチング度の高い会員の
サジェスト、④事業提案募集の機能を備えており、全国各地のIPCSA会員に対する情報発信やマッチングが可能。

会員プロフィール情報掲載・検索によるマッチング 事業提案募集によるマッチング
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活用例① 活用例③

活用例④活用例②

会員検索・会員一覧から
「カタログ検索」をクリック

会員検索・会員一覧から
「カタログ検索」をクリック

画面下の検索結果を確認。各企
業等の「製品・サービス」をチェック

事業提案タブの「新規投稿」をクリック
必要事項記載のうえ、「登録」をクリック

会員検索・会員一覧から
「詳細検索」をクリック

検索条件「○○から探す」から
「実績等→スマート農業関係の講
師」をチェックして「検索する」をクリック

画面下の検索結果を確認
企業プロフィール下から
「お問い合わせ」をクリック

事業提案タブの「事業提案一覧」をクリック
気になる提案をクリック

事業提案タブの詳細をチェック
気になる事業提案があれば「応募する」をクリック
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【参考】会員限定ページの機能
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